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１ ．  身 体 的 拘 束 ０ 指 針 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方  

①  身 体 拘 束 の 禁 止  

身 体 拘 束 は 利 用 児 者 の 生 活 の 自 由 を 制 限 す る こ と で 重 大 な 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ り ま す 。 株

式 会 社 と び ら 、 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン と び ら 、 児 童 デ ィ サ ー ビ ス や っ ほ は 、 利 用 児 者 一 人 ひ と

り の 尊 厳 に 基 づ き 、 安 心 、 安 全 が 確 保 さ れ る よ う に 基 本 的 な 仕 組 み を 作 り 、 事 業 所 を 運 営 し 、

身 体 的 、 精 神 的 に 影 響 を 招 く 恐 れ の あ る 身 体 的 拘 束 は 、 原 則 と し て 実 施 し ま せ ん 。  

② 身 体 拘 束 ０ 指 針 に 沿 っ て 、 委 員 会 の 設 置 、 身 体 的 拘 束 ０ に 取 り 組 み ま す 。  

 

 

２ ． 身 体 的 拘 束 に 該 当 す る 具 体 的 な 行 為  

❶  徘 徊 し な い よ う に 、 車 椅 子 、 バ ギ ー 、 椅 子 、 ベ ッ ド に 体 幹 や 四 肢 を 紐 等 で 縛 る  

❷  転 落 し な い よ う に 、 ベ ッ ド に 体 幹 や 四 肢 を 紐 等 で 縛 る  

❸  自 分 で 降 り ら れ な い よ う に 、 ベ ッ ド を 柵 （ サ イ ド レ ー ル ） で 囲 む  

❹  点 滴 、 経 管 栄 養 等 の チ ュ ー ブ を 抜 か な い よ う に 、 四 肢 を 紐 等 で 縛 る  

❺  点 滴 、 経 管 栄 養 等 の チ ュ ー ブ を 抜 か な い よ う に 、 ま た は 皮 膚 を か き む し ら な い よ う に 手 指

の 機 能 を 制 限 す る ミ ト ン 型 の 手 袋 等 を つ け る  

➏  車 椅 子 、 バ ギ ー や 椅 子 か ら ず り 落 ち た り 、 立 ち 上 が っ た り し な い よ う に 、 T 字 型 抑 制 帯 や 腰

ベ ル ト 車 椅 子 テ ー ブ ル を つ け る  

❼  立 ち 上 が る 能 力 の あ る 方 の 立 ち 上 が り を 妨 げ る よ う な 椅 子 を 使 用 す る  

❽  脱 衣 や お む つ 外 し を 制 限 す る た め に 介 護 衣 を 着 せ る  

❾  他 人 へ の 迷 惑 行 為 を 防 ぐ た め に ベ ッ ド な ど に 体 幹 や 四 肢 等 を 紐 等 で 縛 る  

❿  行 動 を 落 ち 着 か せ る た め に 向 精 神 薬 を 過 剰 に 服 用 さ せ る  

⓫  自 分 の 意 思 で 開 く こ と の で き な い 居 室 等 に 隔 離 す る  

 

 

３ ． 目 指 す べ き 目 標  

利 用 児 者 へ の 理 解 と 基 本 的 な ケ ア の 向 上 に よ り 、 身 体 的 拘 束 の 解 除 に 向 け て 取 り 組 み ま す  

 

次 の 仕 組 み を 通 し て 身 体 的 拘 束 の 必 要 性 を 除 く よ う に 努 め ま す  

❶  利 用 児 者 の 理 解 と 基 本 的 な ケ ア の 向 上 に よ り 身 体 的 拘 束 を 除 き ま す  

利 用 児 者 一 人 ひ と り の 特 徴 を 日 々 の 状 況 か ら 十 分 に 理 解 し 、 身 体 的 拘 束 を 誘 発 す る リ ス ク を 検

討 し 、 そ の リ ス ク を 除 く た め に 対 策 を 実 施 し ま す  

❷  責 任 あ る 立 場 の 職 員 が 率 先 し て 組 織 全 体 の 資 質 向 上 に 努 め ま す  

管 理 者 、 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 等 が 率 先 し て 、 組 織 全 体 の 知 識 、 技 能 の 水 準 が 向 上 す る 仕 組

み を 作 り ま す 。 特 に 認 知 症 及 び 認 知 症 に よ る 行 動 心 理 症 状 に つ い て 施 設 全 体 で 習 熟 に 努 め ま す  

❸  身 体 的 拘 束 ０ の た め 利 用 児 者 、 そ の 家 族 と 話 し 合 い ま す  

利 用 児 者 、 そ の 家 族 に と っ て よ り 居 心 地 の い い 環 境 、 ケ ア に つ い て 話 し 合 い 、 身 体 的 拘 束 を 希

望 さ れ て も 、 そ の ま ま 受 け 入 れ る の で は な く 、 対 応 を 一 緒 に 考 え ま す  

 



株式会社とびら 訪問看護ステーションとびら 児童ディサービスやっほ 

 2 

 

 

４ ． 身 体 的 拘 束 ０ 委 員 会 の 設 置 及 び 開 催  

次 の 取 り 組 み を 継 続 的 に 実 施 し 、 身 体 的 拘 束 ０ の た め 体 制 を 維 持 、 強 化 し ま す 。  

 

（ １ ） 身 体 的 拘 束 ０ 委 員 会 の 設 置 及 び 開 催  

身 体 的 拘 束 ０ 委 員 会 を 設 置 し 身 体 的 拘 束 ０ を 目 指 す た め の 取 り 組 み 等 の 確 認 、 改 善 を 検 討 し ま

す 。 過 去 に 身 体 的 拘 束 を 実 施 し て い た 利 用 児 者 に 係 る 状 況 の 確 認 を 含 み ま す 。 委 員 会 は 年 ２ 回

定 期 で 開 催 し ま す 。 特 に 利 用 児 者 の 家 族 が 身 体 的 拘 束 を 実 施 し て い る 場 合 は 、 臨 時 会 議 を 開 催

し 、 身 体 的 拘 束 の 実 施 状 況 の 確 認 や ３ 要 件 を 具 体 的 に 検 討 し ま す  

 

（ ２ ） 委 員 会 の 構 成  

委 員 長   児 童 デ ィ サ ー ビ ス や っ ほ の 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者  

副 委 員 長  訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン と び ら の 管 理 者  

委 員    保 育 士 、 看 護 師 、 理 学 療 法 士 等 、 児 童 指 導 員  

 

（ ３ ） 委 員 の 役 割  

委 員 長   身 体 的 拘 束 責 任 者  

副 委 員 長  委 員 長 の 補 佐 ・ 調 整  

委 員    家 族 等 と の 連 絡 調 整 、 記 録  

     利 用 児 者 、 そ の 家 族 へ の 説 明 、 意 見 調 整  

ケ ア 方 法 の 工 夫 、 記 録 と そ の 活 用 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー 又 は 医 療 相 談 員 と の 連 携  

医 師 と の 連 携 、 医 療 機 関 と の 連 携 、  

 

（ ４ ） 委 員 会 の 検 討 内 容  

❶  身 体 的 拘 束 案 件 の 検 討  

❷  ３ 要 件 の 再 確 認  

❸  ３ 要 件 の 再 確 認 要 件 の 該 当 状 況 を 個 別 具 体 的 に 検 討 し 、 併 せ て 利 用 児 者 の 心 身 へ の 弊 害 、  

拘 束 を し な い 場 合 の リ ス ク を 評 価 し 拘 束 の 解 除 に 向 け て 検 討 し ま す  

❹  身 体 的 拘 束 の 開 始 を 検 討 す る 場 合 は 、 ３ 要 件 の 該 当 状 況 、 代 替 案 に つ い て 検 討 し ま す  

❺  身 体 的 拘 束 が 必 要 と 判 断 し た 場 合 は 医 師 、 家 族 等 と の 意 見 調 整 の 進 め 方 を 検 討 し ま す  

➏  意 識 啓 発 や 予 防 策 等 必 要 な 事 項 の 確 認 、 見 直 し を し ま す 。  

❼  今 後 の 予 定 （ 研 修 ・ 次 回 委 員 会 ）  

❽  議 論 の ま と め  

（ ５ ） 記 録 及 び 周 知  

委 員 会 で の 検 討 内 容 を 記 録 し 、 こ れ を 適 切 の 作 成 、 説 明 、 保 管 す る ほ か 、 委 員 会 の 結 果 に つ い

て 全 職 員 に 周 知 徹 底 し ま す 。 特 に 、 臨 時 開 催 し た 場 合 、 そ の 利 用 児 者 の 該 当 す る 行 政 機 関 及 び

連 携 機 関 に 報 告 し ま す  

 

（ ６ ） 身 体 的 拘 束 ０ の た め の 研 修  
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身 体 的 拘 束 ０ の た め 、 職 員 採 用 時 の 他 、 年 ２ 回 の 頻 度 で 定 期 的 な 研 修 を 実 施 し ま す  

研 修 の 実 施 に あ た っ て は 、 実 施 者 、 実 施 日 、 実 施 場 所 、 研 修 名 、 内 容 （ 概 要 ） を 記 載 し た 記 録

を 作 成 し ま す 。  

 

５ ． 三 要 件 の 確 認  

①  

切 迫 性 ： 利 用 児 者 ま た は 他 者 の 生 命 ま た は 身 体 が 危 険 に さ ら さ れ る 可 能 性 が 著 し く 高 い こ と  

非 代 替 性 ： 身 体 的 拘 束 を 行 う 以 外 に 代 替 す る 方 法 が な い こ と  

一 時 性 ：   身 体 的 拘 束 が 一 時 的 な も の で あ る こ と  

②  

三 要 件 合 致 の 確 認  

利 用 児 者 の 態 様 を 踏 ま え 委 員 会 が 必 要 性 を 判 断 し た 場 合 、 限 定 し た 範 囲 で 身 体 的 拘 束 を 実 施 す

る こ と と し ま す が 、 解 除 に 向 け て 取 り 組 み ま す 。  

③ 記 録  

三 要 件 を 確 認 し 身 体 的 拘 束 を 実 施 す る 場 合 、 次 の 事 項 に つ い て 具 体 的 に 利 用 児 者 、 そ の 家 族 等

に 説 明 し 書 面 「 身 体 的 拘 束 に 関 す る 報 告 書 」 で 確 認 を 得 ま す 。  

・ 拘 束 が 必 要 と な る 個 別 の 状 況 及 び 理 由  

・ 拘 束 の 方 法 （ 場 所 、 行 為 、 部 位 、 内 容 ）  

・ 拘 束 の 時 間 帯 及 び 時 間  

・ 特 記 す べ き 心 身 の 状 況  

・ 拘 束 開 始 及 び 解 除 予 定 （ 解 除 予 定 は 必 須 ）  

 

１ ．  身 体 的 拘 束 を 実 施 し て い る 場 合 の 日 々 の 記 録 「 身 体 的 拘 束 に 関 す る 日 々 の 態 様 記 録 」  

拘 束 の 実 施 状 況 や 利 用 児 者 の 日 々 の 態 様 （ 時 間 や 状 況 毎 の 動 作 や 様 子 等 ） を 記 録 し 、 身 体 的 拘

束 ０ 委 員 会 で 拘 束 解 除 に 向 け た 取 り 組 み を し ま す 。  

 

 

２ ．  本 指 針 の 閲 覧  

本 指 針 は 、 本 社 で 使 用 す る 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル と と も に 、 全 て の 職 員 が 閲 覧 可 能 と す る ほ か 、

利 用 児 者 お よ び そ の 家 族 も 閲 覧 で き る よ う 、 掲 示 と ホ ー ム ペ ー ジ に 公 開 し ま す 。  

 

【 自 社 HP】  

https://www.tobirakawanishi .com/  

 

 

 

 

 

 


